
子
供
た
ち
の
た
め
に

「
き
っ
か
け
」
を
つ
く
る
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教
育
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会 

会
長

東
京
都
立
青
山
特
別
支
援
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ 

会
長

 

茨
田 　

一
矢

令
和
４
年
度
全
知
Ｐ
連
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
茨
田
一
矢
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
全
国
の
子
供
た

ち
の
た
め
に
精
一
杯
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

今
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
全
知
Ｐ
連
の
全
国
研
究
協
議
大
会　

中
国
四
国
大
会
の
開
催
を
中
止
い
た
し
ま
し
た
。

た
だ
、
現
地
に
集
ま
る
形
式
の
大
会
の
開
催
は
難

し
い
も
の
の
、今
年
度
も
皆
様
に
御
協
力
い
た
だ
き
、

８
月
25
日
に
「
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
い
た
し

ま
す
。「
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
」
に
も
皆
さ
ん
慣
れ
て

き
た
か
と
思
い
ま
す
。
全
知
Ｐ
連
も
新
し
い
技
術
や

発
想
を
取
り
入
れ
、「
き
ず
な
」を
絶
や
す
こ
と
な
く
、

各
所
と
の
関
係
を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
御
協
力
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

我
が
子
は
中
学
３
年
生
に
な
り
ま
し
た
。
す
で
に

高
校
の
説
明
会
に
も
参
加
し
て
お
り
、
も
う
大
人
の

仲
間
入
り
を
し
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
大
人
に
な
っ
て
も
、
親
に
と
っ
て
い
つ
ま

で
も
「
可
愛
い
子
供
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
供
が
笑
顔
で
駆
け
寄
っ
て
き
て
、
抱

き
つ
い
て
く
れ
る
だ
け
で
心
が
救
わ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
い
つ
か
は
必
ず
別
れ
が
来
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

な
ん
と
か
、
親
と
し
て
こ
の
子
の
将
来
の
支
え
に
な

る
環
境
づ
く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
痛
感
し

て
お
り
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
そ
ん
な
環
境
づ
く
り
に
最
適
な
場
所
で

す
。
自
分
の
子
だ
け
で
は
な
く
、
他
の
子
供
た
ち
の

環
境
も
良
く
し
て
い
く
こ
と
で
自
分
の
子
供
も
恩
恵

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
環
境
づ
く
り

に
携
わ
る
こ
と
が
保
護
者
本
人
に
と
っ
て
も
何
ら
か

の
「
き
っ
か
け
」
と
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
場
合
は
、
何
と
な
く
広
報
部
に
参
加
し
た
こ

と
が
最
初
の
「
き
っ
か
け
」
と
な
り
ま
し
た
。
今
ま

で
知
ら
な
か
っ
た
世
界
に
触
れ
、
見
た
り
聴
い
た
り

感
じ
た
り
し
た
こ
と
を
、
子
供
の
た
め
の
環
境
づ
く

り
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
一
人
の
力
だ

け
で
充
分
な
環
境
づ
く
り
を
す
る
こ
と
は
叶
い
ま
せ

ん
が
、
同
じ
、
も
し
く
は
似
た
環
境
・
境
遇
の
子
供

を
持
つ
保
護
者
が
集
ま
り
協
力
す
れ
ば
、
環
境
を
変

え
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
に
は
、
時
代
に
合
わ
せ
た

環
境
作
り
を
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
年
の
５
月
、
衆
院
本
会
議
に
て
「
障
害
者
に
よ

る
情
報
の
取
得
及
び
利
用
並
び
に
意
思
疎
通
に
係
る

施
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
障
害
者
情
報
ア
ク

セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
施
策
推

進
法
）
が
、
全
会
一
致
で
可
決
・
成
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
障
害
の
あ
る
人
が
障
害
の
な
い
人
と
同

じ
内
容
の
情
報
を
、
同
じ
時
点
で
入
手
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
た
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
必
要
な
施
策
を
総
合
的
に
策
定
・

実
施
す
る
こ
と
が
、
国
や
自
治
体
の
責
務
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

私
個
人
と
し
て
も
、
こ
う
い
っ
た
法
律
が
で
き
る

こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
同
時
に
む
な
し
い
と
も
感
じ
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
本
来
、
法
律
が
作
ら
れ
ず
と
も
そ
れ
が
当
た
り
前

の
よ
う
に
成
り
立
っ
て
い
る
世
の
中
で
あ
っ
て
ほ
し

い
か
ら
で
す
。「
実
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
だ
か
ら

こ
そ
、
法
律
が
で
き
た
」
と
い
う
事
実
を
受
け
止
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た

ち
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
存
在
は
と
て
も
大
き
い
と
言
え
ま
す
。

法
律
の
成
立
を
は
じ
め
と
す
る
何
ら
か
の
大
き
な
変

化
は
、
急
に
起
こ
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
先
輩
方
が
訴
え
、
要
望
を
出
し
、
積
み
重
ね
た

も
の
が
カ
タ
チ
と
し
て
現
れ
ま
す
。

今
後
も
頼
り
に
な
る
先
輩
方
や
各
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
長
、
先
生
方
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
、
信

頼
と
努
力
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
子
供
た
ち
の
た
め

に
「
き
っ
か
け
」
を
作
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
し
て
、
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。
何
卒
、
御
理
解
と
御
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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全
知
Ｐ
連
に
期
待
す
る
こ
と

全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教
育
校
長
会 

会
長

東
京
都
立
水
元
小
合
学
園　

統
括
校
長
（
本
会　

相
談
役
）

 

米
谷　

一
雄

今
年
度
、
全
国
特
別
支
援
学
校
知
的
障
害
教
育
校
長
会
の

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
東
京

都
立
水
元
小
合
学
園
校
長
の
米
谷
一
雄
と
申
し
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
昨
年
度
ま
で
２
年
間
、

教
育
行
政
に
身
を
置
き
、
各
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
や
学
校
経
営
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
４
月
に
学
校
現
場
に
戻
り
感
じ
た
こ
と
は
、
こ
の
２
年

間
、
学
校
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
講
じ
な

が
ら
、
暗
中
模
索
の
中
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
時
に

は
、
厳
し
い
判
断
を
強
い
ら
れ
な
が
ら
、
安
全
・
安
心
を
合

言
葉
に
、
前
例
に
捉
わ
れ
な
い
新
た
な
実
践
を
積
み
上
げ
て

き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
は

じ
め
、
保
護
者
の
方
々
の
御
理
解
と
御
協
力
が
あ
っ
て
の
こ

と
で
す
。
あ
ら
た
め
て
、
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
ま
だ
、
感

染
症
の
拡
大
が
収
ま
っ
た
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
後

も
引
き
続
き
、
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、

令
和
３
年
の
１
月
に
、
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
の
構
築
を

目
指
し
て
、
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個

別
最
適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現　

に
つ
い
て
、

答
申
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
先
行
き
不
透
明
で
「
予
測
困
難
な

時
代
」
の
中
で
、
一
人
一
人
の
児
童
生
徒
が
、
自
分
の
良
さ

や
可
能
性
を
認
識
す
る
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
他
者
を
価
値

あ
る
存
在
と
し
て
尊
重
し
、
多
用
な
人
々
と
協
働
し
な
が
ら

様
々
な
社
会
変
化
を
乗
り
越
え
、豊
か
な
人
生
を
切
り
拓
き
、

持
続
可
能
な
社
会
の
創
り
手
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新
し
い
時
代

の
特
別
支
援
教
育
の
在
り
方
に
関
す
る
有
識
者
会
議
か
ら
の

報
告
で
は
、
障
害
の
あ
る
子
供
の
学
び
の
場
の
整
備
・
連
携

強
化
、
特
別
支
援
教
育
を
担
う
教
師
の
専
門
性
の
向
上
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
利
活
用
等
に
よ
る
特
別
支
援
教
育
の
質
の
向
上
、
関
係

機
関
の
連
携
強
化
に
よ
る
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
充
実
が
あ

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
の
更
な
る
充
実
は
、
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
卒

業
後
ま
で
を
見
据
え
た
「
生
き
る
力
」
の
育
成
と
地
域
社
会

に
お
け
る
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
つ
な

が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て
は
、
学

校
と
地
域
に
暮
ら
す
保
護
者
の
方
々
の
協
力
が
必
要
不
可
欠

と
な
り
ま
す
。
そ
の
、
背
中
を
押
し
、
全
国
の
地
域
で
理
解

者
や
支
援
者
を
増
や
し
て
行
く
取
組
が
全
知
Ｐ
連
に
は
期
待

さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
度
、
結
成
55
年
目
を
迎
え
た
全
知
Ｐ
連
が
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
、防
災
対
策
や
地
域
連
携
な
ど
の
成
果
を
、

今
後
も
継
続
す
る
た
め
に
も
、
全
国
研
究
協
議
大
会
を
中
心

と
し
た
、
各
地
域
で
の
活
動
の
活
性
化
は
、
ま
さ
に
、
そ
の

礎
と
な
り
ま
す
。
令
和
４
年
中
国
四
国
大
会
も
残
念
な
が
ら

中
止
の
決
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｗ
ｅ
ｂ
セ
ミ
ナ
ー
を
全

国
研
究
協
議
大
会
と
同
じ
テ
ー
マ
「
多
様
性
を
認
め
合
い
共

に
育
む
心
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

～
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
笑

顔
の
た
め
に
～
」
で
開
催
す
る
こ
と
は
、
継
続
性
を
も
た
せ

る
上
で
大
変
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

全
知
Ｐ
連
が
大
切
に
し
て
き
た
横
の
つ
な
が
り
は
、
た
と

え
、
顔
を
合
わ
せ
な
く
て
も
、
情
報
を
効
果
的
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
新
た
に
つ
な
が
り
を
築
く
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在
り
方
が
問
わ
れ
る
状
況
も
あ
る

中
で
、
つ
な
が
る
こ
と
の
強
み
や
安
心
感
を
伝
え
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
子
供
た
ち
が
笑
顔
あ
ふ
れ
る
豊
か

な
人
生
の
た
め
に
、
全
知
Ｐ
連
が
今
後
も
益
々
、
充
実
・
発

展
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
、
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

関連団体 の ご 紹 介
昭和42年の本会発足以来、関連団体の皆様とは、子供たちの知的障害教育の発展向上や福祉の充実に向けて、
連携を続けてきました。現在まで、本会の事業の遂行に、あたたかいご支援とご協力をいただいています。
今後も、子供たちの明るい未来のために、関連団体の皆様とさらなるネットワークを広げてまいります。

省内の 「初等中等教育局特別支援教育課」
から、 特別支援教育に関する最新の施策や、
今後の動向などの情報をいただいている。
全知Ｐ連では、 毎年度、 全国からの要望事
項をまとめ、 予算要望書を提出して
いる。
http://www.mext.go.jp/

省内の 「社会 ・ 援護局 障害保健福祉部 障
害福祉課 障害児 ・ 発達障害者支援室」 か
ら、 障害者福祉に関する最新の施策や、 今
後の動向などの情報をいただいている。
全知Ｐ連では、 毎年度、 全国からの要望事
項をまとめ、 予算要望書を提出して
いる。
https://www.mhlw.go.jp/

昭和46年に、 当時文部省直轄の研究所と
して設置。 特別支援教育に関する研究や、
情報の提供、 教育関係者への専門的 ・ 技
術的な研修などを行う。
http://www.nise.go.jp/

知的障害 ・ 発達障害など、 特別な教育的
ニーズのある子どもの教育にかかわる教育
関係者による団体。 特別支援教育の発展
と、 実践研究の推進に寄与することを目的
とする。
http://zentokurenhp.
world.coocan.jp/

知的障害児者等に対する理解を深め、
人格 ・ 人権の尊重と、 共生社会の実現
による、 知的障害児者等及びその家族
等の 「権利擁護に関する」 社会への働
きかけと、 行政への政策提言を行う。
http://zen-iku.jp/

発達障害関係の障害者団体や親の会、
学会 ・ 研究会、 専門的な資格のある職能
団体などを含めた、 幅広いネットワーク。
発達障害のある人の、 自立と社会参加の
推進に向け、 活動を行う。
https://jddnet.jp/

全国の特別支援学校の校長による団体。
障害種別ごとの校長会 （5 団体） の一つである
「全国特別支援学校知的障害教育校長会」 の
会長、 事務局長・次長は、 全知Ｐ連の役員であり、

事業遂行にご協力をいただいている。
http://www.zentoku.jp/

昭和39年に、 特別支援教育全般の振興を図る
ことを目的に結成。 全知Ｐ連を含めて17団体で
構成される。 12月の障害者週間の期間中に
「全国特別支援教育振興協議会」 を開催して

いる。
http://suishinrenmei.c.ooco.jp/

文部科学省

厚生労働省

国立特別支援
教育総合研究所

全日本特別支援
教育研究連盟

全国手をつなぐ
育成会連合会

日本発達障害
ネットワーク

全国特別支援
学校長会

全国特別支援教育
推進連盟

全国特別支援学校
知的障害教育校
ＰＴＡ連合会
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全知Ｐ連組織紹介

【ホームページ】

【機関誌】
全国特別支援教育推進連盟を通して
文部科学省・厚生労働省へ提出した
予算要望書等を掲載しています。　　　　　　　 

☞ https://www.zenchipren.jp/
・会報「明日を拓く」（会員全員配付）
・「全知Ｐ連だより」 （各校２部配付）

令和４年度の都道府県代表校はこちらです。
各都道府県の窓口となる学校です。

（＊印はブロック長 所属校）
一年間、よろしくお願いいたします。

関東甲信越
ブロック

北海道ブロック ＊北海道千歳高等支援学校

東京ブロック ＊東京都立矢口特別支援学校

東北ブロック
青森県立七戸養護学校
岩手県立花巻清風支援学校

＊宮城県立名取支援学校
秋田県立大曲支援学校
山形県立楯岡特別支援学校
福島県立あぶくま支援学校

茨城県立大子特別支援学校
栃木県立国分寺特別支援学校

＊群馬県立伊勢崎高等特別支援学校
埼玉県立特別支援学校

さいたま桜高等学園
千葉県立八千代特別支援学校
神奈川県立湘南養護学校
山梨県立わかば支援学校
新潟県立川西高等特別支援学校
長野県飯山養護学校

滋賀県立草津養護学校
京都府立与謝の海支援学校
大阪府立とりかい高等支援学校
兵庫県立氷上特別支援学校

＊兵庫県立いなみ野特別支援学校
奈良県立奈良西養護学校
和歌山県立きのかわ支援学校

鳥取県立米子養護学校
島根県立出雲養護学校
岡山県立岡山瀬戸高等支援学校
広島県立福山北特別支援学校

＊山口県立岩国総合支援学校
徳島県立阿南支援学校
香川県立香川東部養護学校
愛媛県立今治特別支援学校
高知県立山田特別支援学校

福岡県立直方特別支援学校
佐賀県立伊万里特別支援学校
長崎大学教育学部附属特別支援学校
熊本市立平成さくら支援学校
大分県立新生支援学校

＊宮崎県立みなみのかぜ支援学校
鹿児島県立

鹿児島高等特別支援学校
沖縄県立島尻特別支援学校

富山県立しらとり支援学校
＊石川県立いしかわ特別支援学校

福井大学教育学部附属特別支援学校
静岡県立富士特別支援学校
愛知県立瀬戸つばき特別支援学校
岐阜県立飛騨吉城特別支援学校
三重県立松阪あゆみ特別支援学校

近畿ブロック

中国四国
ブロック

九州ブロック

東海北陸
ブロック

（令和４年度は）Webセミナー
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誰もが自分らしく社会参加するために

2022年４月から成年年齢が１８歳になり、該当の生徒は選挙権を持つことになりました。誰もが社会の
一員として自分らしく社会参加するために、学校・家庭・地域でどのような力をつけていくとよいでしょうか。
今号では、学齢期に伸ばしていきたい土台となる力と、学校での主権者教育の取り組みをご紹介します。

不安や困ったことがあったとき、「誰かに
伝える」、「助けを求める」という力はとて
も大切です。 感情や行動の調整が難しく、
パニックや緊張というかたちで表現するこ
ともあるでしょう。
スケジュールや時間を可視化したり、映像
や画像などの手助けとなるツールをうまく
活用したりして、適切なサポートを加える
ことで、困りごとを小さくしていけるといい
ですね。
「こんな支援があれば、自分でここまでで
きる」ということを増やしていきましょう。

自分で解決する力

自己有用感
自己肯定感

「「人人のの役役にに立立っってていいるる」」
「「自自分分のの役役割割ががああるる」」
「「得得意意ななここととががああるる」」

自己有用感（人に感謝され、役に立っている
と感じる）を積むことで、働く意欲ややりがい
を感じられます。
自分に自信がつくことは、自己肯定感（あり
のままの自分を認めること）を高めることに
もつながります。
家庭で、何かお手伝いを一つ任せることか
ら始めるのもいいですね。たくさんほめてあ
げてください。

自分で選ぶ力
自分で決める力

子供たちの身近な生活の中で、自分で選んだり、決めたり
する経験を繰り返し積んでいきましょう。
言語の表出が難しいお子様でも、指差しやしぐさで気持ち
を表しているサインを、サポートする側がしっかりキャッチし、
好きなことをたくさん見つけていけるといいですね。

子供たちが積み重ねてきた力は学校・家庭・地域と多くの場面で活かされてきます。
2015年６月に公職選挙法が一部改正されたことで、2022年４月から公職の選挙権を有する者の年齢
が満20歳から満18歳に引き下げられました。それにより、高等学校段階で選挙権を有する生徒が在
籍することとなり、教育の現場に【主権者教育】の必要性が高まりました。

国や社会の問題を自分の問題として捉え、自ら考え、自ら判断し、行動していく主権者を育成して
いくこと。 （参考文献：総務省「主権者教育の推進に関する有識者会議」とりまとめ2015年）

単に政治の仕組みについて必要な知識の習得のみならず、主権者として社会の中で自立し、他者と
連携・協働しながら、社会を生き抜く力や地域の課題解決を社会の構成員の一員として主体的に担
う力を育む。 （参考文献：文部科学省「主権者教育の推進プロジェクト」 2016年6月13日）

子供たちの発達段階に応じ、学校・家庭・地域が互いに連携・協働し、社会全体で多様な取組が実
施できるよう各種推進方策を実施。

（参考文献：文部科学省「主権者教育の推進プロジェクト」 2016年6月13日）

特別支援学校においては個々の生徒に応じた指導を行う観点から、各教科を合わせた指導など、柔
軟な教育課程編成が可能である。国・都道府県・市区町村のそれぞれの役割や自らの地域の首長の
役割といった基礎的な政治知識から、実際の投票箱を用いた生徒会選挙を行うなど、学校によって
工夫を凝らした取組が期待されるところであり、実施事例の情報共有を図ることなどにより、更に
取組みを推進していく必要がある。

（参考文献：総務省「主権者教育の推進に関する有識者会議」とりまとめ2017年）

-子供たちの発達段階に応じた主権者教育の推進-
学校・家庭・地域

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
通
じ
て

主
権
者
教
育
を
推
進

子
供
た
ち
の
発
達
段
階
に
応
じ
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が

互
い
に
連
携
・
協
働
し
合
う

体
験
的
・
実
践
的
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

（公民館の活用、自治会との連携等）
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遠征

・選ぶ楽しさを無理なく

自分で何かを選ぶことは、誰にとっても大切
で、意味のあることです。

ものごとを理解するのに少し時間がかかる知
的障害のある子供たちに、自分で選ぶ大切さ
や投票して決める意味を理解してもらうこと
は、教育現場の重要な課題の一つです。

「軽度の知的障害がある子だけでなく、中度･
重度の子にも選ぶ意思があります。誰もが主
権者として投票で幸せを追求してほしいし、
未来を決めていってほしいです｡」（常松）

参議院選挙を一か月後に控えた6月7日、東京都立調布特別支援学校で【投票を学ぶ授業】
が行われました。
中学部3年生26人が参加。ほとんど全員が本格的な投票を初めて体験しました。
今回はその様子を常松先生に伺いながら、ご紹介させていただきます。

京王線調布駅に程近い場所にある東京都立調布特別支援学校は、調布市・三鷹市・狛江市を通学
区域とし、小学部･中学部合わせて170名近くが学ぶ、地域とのつながりの深い学校です。
隣接する狛江市では、知的・発達障害がある人向けの教材として、支援団体や教育関係者が現場
で主権者教育を行う際に使用できる【副読本】『わかりやすい主権者教育の手引き』を、2020年
に全国で初めて作成しました。
常松先生による特別授業は、この『わかりやすい主権者教育の手引き』を参考に行われました。

・自分で選ぶことの大切さ

特別支援学校の児童・生徒が本格的な投票を
体験する機会は、現状では高等部の生徒会役
員選挙のときぐらいです。

「高等部で突然、人を選ぶという相当難しい
選択を迫られることになり、とまどう子もい
ただろうと思います｡」（常松）

こうしたことも踏まえ、手引
きには、大人になって自然に
投票に行けるよう、小学部の
段階から無理なく取り組める
方法が紹介されています。

- 君たちの選択が正解 -
（一票を投じる大切さを知ってもらう授業）

・まずは身近なところから

・先入観にとらわれない選択

なじみのない場所が苦手な生徒も多いので、
普段使っている教室をできるだけ実際の投票
所に似せて投票を行えるようにしました。

「投票のときは、○を一つだけ。どっちも食
べたいからどっちも、というのはナシです。
どっちかです。何を選んでもいいし、決めな
いということを選んでもいいです。それが君
たちの権利です｡」（常松）

投票のルールを学んだあと、生徒たちは自分
のペースで投票用紙に○をつけたり、料理の
名前を書いたりして、投票箱に入れました。

結果発表

「デザートは、『メメロロンン』に決定しました！
メイン料理は、『夏夏野野菜菜カカレレーー』に決定しま
した！」（常松）

その瞬間、生徒たちから
自然と拍手が起こりました。

この選択は、先生たちには意外でした。
授業の前の給食でカレーライスが出たので、
ほとんどの生徒がスパゲッティを選ぶだろう、
と予想していたのです。

今回の「給食のメニューを決める」授業は、
手引きをもとに、生徒たちの身近なところ
から、選択し投票して決めるという楽しさ
を知ってもらう目的で行われました。

選ぶのはデザートとメイン料理。デザート
は『メメロロンン』か『ススイイカカ』、メイン料理は
『夏夏野野菜菜カカレレーー』か『夏夏野野菜菜ののミミーートトソソーー
ススススパパゲゲッッテティィ』です。

３種類の投票用紙は本物と同じ大きさにな
るよう工夫し、記載台と投票箱は狛江市の
選挙管理委員会から実物をお借りしました。

・自分のペースで行う投票
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https://www3.nhk.or.jp/shutoken-news/20220607/1000080716.html

みんなの声

誰もが幸せを追求し、未来を決めていける社会に

授業の終わりに、生徒たちに語りかけました。

「君たちは今日、自分で選んで、自分で決めたね。それは素晴らしいことです。
これから君たちは高等部に行って、そのあと実際に選挙に行くことになります。
選挙に行ったときは、給食のメニューじゃなくて、人を選ぶことになります。
誰さんと誰さんではどっちがいいかなー、と考えて、決めてください。
どんな理由でも構いません。自分が決めたことに対して、誰も批判できません。
君たちが選んだということが大事。君たちが選んだことが正解です｡」

本当はスパゲッティが
よかったけど、
勉強になりました。

カレーのほうが多かったです。
うまそうだからです。

楽しかったです。自分で
選びながら考えました。

（投票）できたー。

【学校・家庭・地域に向けたメッセージ】

障害があるから、この子たちは決められないんじゃないか、選べないんじゃないか、という誤解が
まだまだあると思います。社会参加といえば働くことだと思われがちですが、投票することだって
大事な社会参加です｡
障害のある子供たちでも、自分で意思を発揮して「決められる」というのを、自信につなげてほし
いなって思います。障害のある人もない人も、一人一人が幸せを追求していいし、未来を決めてい
くことが大事だと思っています。
私たち教師、保護者、行政。社会全体が一丸となって、彼らの投票を
後押ししていくことが、大切だと思います。

【動画】2022年6月7日放送『NHK首都圏NEWS』
「特別支援学校の生徒が投票の方法などを学ぶ」

開校当初から子供たちを見守ってくれているパンダ像 →
囲んでいる煉瓦や砂は常松先生と用務さんのお手製台座（すごい！）

東京都立調布特別支援学校

常松浩三郎 先生

投票所に行ってみた

- こんな声掛けやサポートがあれば
投票しやすい -

投票所入口で「子供は障害者です」と投票管理者に伝えると、職員（係の人）が付き添っ
てくれ、保護者とはその場で分離されます。
その際「わかりやすい言葉で話してほしい」「ゆっくり話してほしい」「本人の代わりに
記入してほしい【代理投票】」と希望を伝えることはできました。
「【比例政党を選択してください】と言われても難しいので【どのクラスにしますか】と
政党一覧を指差ししながら聞いてください」など、本人に伝わるオリジナル表現で伝えて
もらうことも可能でした。

今回は代理投票をお願いしました。帰り際に見送ってくださった行政職員の方が
「お母さん、次回からは事前にポスターなどを見て、本人が『この人』と決めて
いた場合には候補者名をメモに書いて投票所に持参し、ゆっくり書き写してもら
うことも可能ですよ」と言ってくださいました。
その後「ただし、必ず自分で書いてきてね」と本人に伝えておられました。
自筆の事前メモを作るのは、正直、大変ではありますが、本人が参加した感じが
より味わえるのではないかとも思いました。
ゆっくりで大丈夫と言ってくださったことが何より嬉しかったです。

字が読めなくても、ポスターの顔写真を見た印象で『この人』と、本人なりに心に決め
投票所に向かいました。
中に入ると壁や記入台には候補者の名前が文字でズラリと並び、街のポスターとの違い
に本人は戸惑っていました。
そうでした・・・
投票所内には顔写真がどこにもないのです。
候補者氏名一欄の中に、小さくてもポスターと同じ顔写真が掲載されていると指差しで
きるのにと感じました。

初めて選挙権をもった年の選挙では「うちの子は無理だろう」と始めからあきらめ
てしまいました。また「他の方の迷惑になったら・・・」「たくさん並んでいて
焦ってしまいそう」など、本人よりも保護者自身のマイナスの思いが、投票所に行
くことを阻んでいたかもしれません。
実際に投票された方のお話を聞いて、６月の参議院選挙では【期日前投票】で投票
してみました。比較的空いているので、職員の方にも落ち着いて子供のことを伝え
ることができました。
特別支援学校に期期日日前前投投票票所所が設けられた自治体もあると聞きました。
選挙をより身近に感じることができると思いました。

＜＜NNHHKK福福祉祉情情報報ササイイトト・・ハハーートトネネッットトＴＴＶＶ＞＞

投票に行かれた方の御意見や御体験をハート
ネットＴＶでは募集しています。

これから社会参加していく子供
たちにとって、少しでも優しい
社会となりますように。

＜＜NNHHKK・・みみんんななのの選選挙挙＞＞

投票に行けなかった、行きづらかった
という人に役立つ選挙の
情報を掲載中。
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知
的
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象
と
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０
２
１
年
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和
３
年
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月
～
令
和
４
年
３
月
）

に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
た
事
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に
つ
き
全
体
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と
事
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を
ご
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内
い
た
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ま
す
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今
回
の
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結
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は
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３
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１
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４
件
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全
体
の
事
故
件
数
は
増
加
し
て
お
り
、
１
件
あ
た
り
の

お
支
払
の
保
険
金
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
高
額
化
し
た
状

態
が
続
い
て
い
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第
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賠
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０
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ち
ろ
ん
、
パ
ニ
ッ
ク
を
起
こ
し
て
他
人
に
ケ
ガ
を
さ
せ
た

場
合
、
ま
た
友
だ
ち
の
メ
ガ
ネ
を
つ
か
ん
で
壊
し
て
し

ま
っ
た
際
の
補
償
も
あ
り
、
本
年
か
ら
は
新
プ
ラ
ン
で
の

ご
加
入
の
場
合
（
昨
年
ま
で
に
ご
加
入
の
場
合
新
プ
ラ
ン

へ
の
切
替
必
要
）、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
発

病
時
に
補
償
さ
れ
る
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

＊
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
近
隣
の
取
扱
代
理
店
に
ご

連
絡
の
上
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ご
確
認
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

最
後
ま
で
お
読
み
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
回
は
、
自
分
ら
し
く
社
会
参
加
し
て
い
く
「
力
」
を
身
に

つ
け
る
大
切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た
。

自
分
は
な
に
か
の
役
に
た
っ
て
い
る
と
い
う
感
覚
、
自
分
で

決
定
で
き
る
と
い
う
感
覚
、
自
分
を
信
じ
ら
れ
る
感
覚
、
自
分

に
は
価
値
が
あ
る
と
思
え
る
感
覚
、
自
分
に
は
で
き
る
と
思
え

る
感
覚
、
あ
り
の
ま
ま
の
自
分
を
認
め
る
感
覚
。

こ
れ
ら
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

ら
れ
る
場
面
、経
験
で
き
る
場
面
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
よ
う
で
す
。

私
た
ち
の
意
識
が
子
供
た
ち
の
感
覚
を
研
ぎ
澄
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
子
供
た
ち
の
笑
顔
が
増
え
ま
す
よ
う
に
・
・
・

�

（
広
報
担
当
：
木
村
・
西
野
）

特
別
支
援
学
校

知
的
障
害
教
育
校
総
合
補
償
制
度

(
こ
ど
も
総
合
保
険
)

っ
て
な
ぁ
に
?

年
度
実
績
(
御
報
告
)

１
８
３
件
減
少
し
て
お
り
ま
す
。
死
亡
事
故
や
後
遺
障
害

の
認
定
に
よ
る
重
症
事
故
は
１
０
件
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
皆
様
か
ら
加
入
時
の
お
問
合
せ
の
多
い
自
転
車
に

関
連
す
る
事
故
に
つ
い
て
は
、本
人
の
傷
害
事
故
２
６
件
、

賠
償
事
故
１
７
件
と
な
り
、
ま
た
新
た
な
補
償
で
あ
る
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
の
お
支
払
い
は
１
３
０
件

と
な
り
ま
す
。

第
三
者
へ
の
賠
償
事
故
に
つ
い
て
は
例
年
通
り
「
メ
ガ

ネ
」「
ガ
ラ
ス
」
を
破
損
、「
自
動
車
」
へ
の
損
害
、「
パ

ソ
コ
ン
」「
タ
ブ
レ
ッ
ト
」「
携
帯
電
話
」
等
の
Ｉ
Ｔ
機
器

の
事
故
が
多
く
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
う
ち
５
万
円
未
満

の
賠
償
事
故
が
１
，
４
７
２
件
と
全
体
の
約
７
割
強
を
占

め
て
お
り
ま
す
。

一
方
で
保
険
金
が
１
０
万
円
を
超
え
る
事
例
は
２
１
９

件
発
生
と
昨
年
よ
り
増
加
傾
向
が
続
い
て
お
り
、
さ
ら
に

１
０
０
万
円
を
超
え
る
高
額
事
例
も
３
件
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
新
た
な
育
英
費
用
に
つ
い
て
は
補
償
開
始
以

降
１
件
の
お
支
払
い
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

傷
害
事
故
例

①
歩
行
中
に
転
倒
し
、
入
院
を
要
し
た
。

 

（
補
償
金　

約
6
万
円
）

②
階
段
か
ら
転
落
し
、
通
院
を
要
し
た
。

 

（
補
償
金　

約
5
万
円
）

賠
償
事
故
例

① 

駐
車
場
に
止
ま
っ
て
い
る
他
人
の
車
両
を
破
損
さ
せ

て
し
ま
っ
た
。 

（
補
償
金　

約
15
万
円
）

②
壁
を
破
損
し
て
し
ま
っ
た
。 

（
補
償
金　

約
10
万
円
）

傷
害
事
故
例
（
20
万
円
以
上
）

① 

歩
行
中
に
転
倒
し
負
傷
し
た
。（
補
償
金　

約
72
万
円
）

② 

運
動
中
に
負
傷
し
た
。 

（
補
償
金　

約
35
万
円
）

賠
償
事
故
例
（
20
万
円
以
上
）

① 

送
迎
車
を
破
損
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

 

（
補
償
金　

約
45
万
円
）

② 

自
転
車
運
転
中
、
他
人
に
接
触
し
て
怪
我
を
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。 

（
補
償
金　

約
39
万
円
）

育
英
費
用
事
故
例

①
扶
養
者
が
階
段
よ
り
転
落
し
て
し
ま
っ
た
。

 

（
補
償
金　

３
０
０
万
円
）

以
上
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
の
総
括
と
し
ま
し
て
は
、
全
体
的
な
事
故
の

発
生
件
数
は
昨
年
よ
り
増
加
し
、
支
払
総
額
は
約

１
億
５
４
４
５
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
１
件
１
件
の

事
故
は
高
額
化
し
た
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
い

つ
何
時
自
分
自
身
が
加
害
者
ま
た
は
被
害
者
に
な
っ

て
し
ま
う
可
能
性
は
十
分
に
ご
ざ
い
ま
す
。

知
的
障
害
教
育
校
総
合
補
償
制
度
は
、
生
徒
様
の

お
体
の
補
償
は
も
と
よ
り
第
三
者
へ
の
賠
償
事
故
と

い
う
観
点
か
ら
も
ご
加
入
を
お
奨
め
い
た
し
ま
す
。

https://www.zenchipren.jp/activty/insurance.html
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